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概要

「～てあげるJ 「～てくれる」 「～てもらうj構文の学習を困難にしている原因の一

つに格助詞の綾雑さがある。 格助言司をどのように取り扱えば学習者に無用の混乱を与え
ず負担を軽減させることができるか， そのためには文型提示のし方はもとより， 指導方

針として文法シラパスにするのか機能シラパスにするのか， そして学習のどの段階でこ

の項目を与え， そのために教科書の提出順序をどうすべきかを考えなければならない。
そのため本稿では5種の初級日本語教科書を調査して特徴を分析し， 初級教科書の理想

形について考察した。
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1 はじめに

「あげるJ 「くれるJ rもらうJ を用いた授受表現は話者の視点， 思恵、の方向性， ウチとソトの

概念が絡み合った日本語独特の発想に基づいた表現であり，日本語学習者にとっては学習の難所

の一つである。 姫野（2009）には次のような例がある。

( 1 ）・会話 5 学校で

山田：京都旅行は楽しかったですか。

アン：はい， 旅行を計画した先生たちにお礼を言いたいです。

ここで姫野（2009）は「『旅行を計画した先生たち』 としづ表現は， 事態を話し手とのかかわ

りの中で捉えたものではないため，旅行に参加した学生という授益的な当事者性がある場合，恩

恵を表出していない不適切な文という印象を与えます。 …ここは『旅行を計画してくださった先

生たち』と表現されるべきところでしょう」としており， このような発話は超上級者にも間々見

られるとしている。 さらにこのことについて， 「授受動詞に方向性が組み込まれていること自体

が非常に珍しいのに加えて，これが補助動詞になることは世界の言語の中でかなり特異なもので

あるようで， 授受動詞の理解・習得をさらに難しくしていますが， 逆にこれを習得すると格段に

自然な日本語になりますjとしている。確かにこの結論には間違いはないと思われるが， 学習者
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